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９月
定例会

令
和
２
年
度
決
算
額
は
77
億
７
千
７
百
26
万
円

９
月
定
例
会
の
概
要

○
開
会　

令
和
３
年
９
月
２
日

○
閉
会　

令
和
３
年
９
月
13
日

○
会
期　

12
日

○
審
議
内
容

　
　

・
報
告 

１
件

　
　

・
認
定 

４
件

　
　

・
議
案 

７
件

　
　
　

計
画 

１
件
／
条
例 

３
件

　
　
　

予
算 

３
件

　
　

・
発
議 

１
件

　

令
和
２
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
、
監
査

委
員
に
よ
る
審
査
の
意
見
を
付
け
、
村
長

か
ら
健
全
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
、
公
営

企
業
会
計
の
簡
易
水
道
特
別
会
計
の
資
金

不
足
は
な
い
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

①
令
和
２
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

②
令
和
２
年
度
球
磨
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

③
令
和
２
年
度
球
磨
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

④
令
和
２
年
度
球
磨
村
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

⑤
令
和
２
年
度
球
磨
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
日

隠
代
表
監
査
委
員
よ
り
決
算
審
査
の
報

告
を
受
け
、
議
会
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
た
。
２
日
間
に
わ
た
り
各

課
か
ら
の
説
明
を
受
け
審
査
に
あ
た
り
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
を
も
っ

て
認
定
し
た
。
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

77
億
７
千
７
百
26
万
円
と
な
っ
た
。

（
４
ペ
ー
ジ
掲
載
）

　

球
磨
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
基
本
方

向
や
到
達
す
べ
き
目
標
と
そ
の
た
め
の

基
本
的
な
施
策
を
示
し
た
計
画
を
可
決

し
た
。

①
球
磨
村
議
会
議
員
及
び
球
磨
村
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

②
球
磨
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

③
球
磨
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

①
令
和
３
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

②
令
和
３
年
度
球
磨
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

③
令
和
３
年
度
球
磨
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
の

令
和
３
年
度
補
正
予
算
３
件
を
審
議
し
、

一
般
会
計
は
４
億
３
千
５
百
16
万
１
千
円

を
追
加
し
、
総
額
68
億
６
千
百
19
万
８
千

円
と
な
っ
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
介
護
保
険
特
別
会

計
が
６
百
５
万
９
千
円
を
追
加
し
、
簡

易
水
道
特
別
会
計
は
５
百
万
円
を
追
加

し
た
。

（
主
な
補
正
予
算
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

原
案
を
可
決
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

地
方
財
源
の
充
実
を
求
め
る
よ
う
国
会

議
員
へ
意
見
書
を
提
出
し
た
。

報
告

発
議

認
定

計
画

条
例
制
定

予
算
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今
回
の
歳
出
補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
実
績
が

予
算
額
を
上
回
り
、
今
後
も
寄
付
の
受

付
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ

と
応
援
基
金
積
立
金
を
補
正
す
る
と
と

も
に
関
係
経
費
の
増
額
。

　

小
規
模
住
宅
地
区
改
良
事
業
計
画

策
定
業
務
委
託
料
は
、
木
屋
角
地
区

周
辺
に
住
宅
地
を
整
備
す
る
た
め
の

計
画
策
定
や
調
査
等
の
委
託
料
。

　

会
議
室
等
の
コ
ン
テ
ナ
借
上
料

は
、
神
瀬
多
目
的
集
会
施
設
の
代
替

施
設
と
し
て
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
設

置
し
利
用
す
る
借
上
料
で
、
設
置
費

用
は
衆
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
所
と

し
て
設
置
す
る
。

　

村
有
施
設
解
体
撤
去
工
事
費
は
、

村
有
施
設
の
解
体
費
用
の
単
価
が
上

昇
し
た
こ
と
に
よ
る
不
足
分
と
神
瀬

福
祉
セ
ン
タ
ー
た
か
お
と
の
解
体
工

事
費
。

　

共
同
給
水
施
設
整
備
事
業
費
補
助

金
は
、
大
岩
、
日
当
、
永
椎
、
四
蔵

の
安
心
安
全
な
水
の
確
保
を
目
的
と

し
て
大
岩
地
区
で
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
、
配
水
管
を
布
設
す
る
事

業
に
対
す
る
補
助
金
。

　

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合

支
援
交
付
金
は
、
豪
雨
災
害
で
被
災

し
た
農
業
者
が
、
再
度
営
農
を
す
る

た
め
に
必
要
な
資
機
材
等
の
購
入
費

の
９
割
を
補
助
。

　

森
林
環
境
費
の
各
予
算
で
は
、
今

後
の
山
林
管
理
に
つ
い
て
山
林
所
有

者
の
意
向
調
査
を
実
施
、
適
正
な
山

林
管
理
が
出
来
る
よ
う
検
討
す
る
経

費
を
計
上
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出
金

を
事
業
費
や
交
付
決
定
額
に
合
わ
せ

て
補
正
す
る
と
と
も
に
、
臨
時
財
政

対
策
債
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

入
、
森
林
環
境
譲
与
税
と
森
林
環
境

整
備
基
金
繰
入
金
等
を
編
成
し
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

一般会計補正予算【歳出】の主な内容　　※金額の単位は千円です。
予算の費目等 金　額 説　　明

総務費

積　立　金 30,000 ふるさと応援基金積立金
賃　借　料 899 会議室等コンテナ借上料
工事請負費 121,911 村有施設解体撤去工事
委　託　料 10,050 小規模住宅地区改良事業計画策定委託料

衛生費 補　助　金 23,800 共同給水施設整備事業費補助金

農林水産業費

交　付　金 13,000 強い農業・担い手づくり総合支援交付金

委　託　料
14,500 森林環境保全直接支援事業委託料
2,000 森林経営意向調査集計及び管理レイヤ追加業務委託料
26,000 森林資源解折業務委託料

補　助　金 8,000 森林環境整備事業補助金

災害復旧費 委　託　料
70,624 令和２年発生農業用施設等災害復旧測量委託料
24,000 令和３年発生農業用施設等災害復旧測量委託料

補正額と令和３年度予算総額
　球磨村一般会計補正額　（歳入歳出） 435,161,000円 総額 6,861,198,000円
　球磨村介護保険特別会計（歳入歳出） 6,509,000円 総額 661,503,000円
　球磨村簡易水道特別会計（歳入歳出） 5,000,000円 総額 81,500,000円
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令和２年度球磨村一般会計予算の当初予算額と決算額
（単位；千円）

当初予算額 決　算　額 増　　　減
議 会 費 59,727 57,961 △ 1,766
総 務 費 1,013,849 2,965,118 1,951,269
民 生 費 814,956 1,142,073 327,117
衛 生 費 242,242 1,152,033 909,791
農 林 水 産 業 費 388,190 357,666 △ 30,524
商 工 費 17,958 15,253 △ 2,705
土 木 費 314,124 178,125 △ 135,999
消 防 費 320,471 486,175 165,704
教 育 費 260,988 286,922 25,934
災 害 復 旧 費 512 771,116 770,604
公 債 費 373,319 364,339 △ 8,980
諸 支 出 金 2 0 △ 2
予 備 費 13,000 481 △ 12,519
歳 出 合 計 3,819,338 7,777,262 3,957,924

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
監
査
委
員

に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、
球
磨
村
議
会

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
日
隠
啓
一
代

表
監
査
委
員
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
は
、
「
会
計
処
理
は
、
正
確
に

処
理
さ
れ
て
お
り
、
当
該
各
決
算
書

の
計
数
は
、
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
拠
書

類
と
一
致
し
、
差
引
残
高
も
正
確
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
。
各
会
計
の
予
算
執

行
は
、
適
正
か
つ
効
果
的
な
事
業
の
進

捗
が
図
ら
れ
、
全
体
を
通
し
て
概
ね
合

理
的
か
つ
効
率
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め

る
。
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

議
会
で
は
、
監
査
委
員
の
報
告
を
受

け
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

２
日
間
に
わ
た
り
各
課
か
ら
令
和
２
年

度
の
成
果
報
告
書
に
基
づ
き
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
全
員
一
致

を
持
っ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ
き

と
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
は

〜
災
害
関
連
事
業
が
増
加
し
た
が
、
合
理
的
か
つ
効
率
的
と
認
め
る
〜

令和２年一般会計の「当初予算」と「決算額」の比較

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

単位：千円

議会
費
総務
費
民生
費
衛生
費

農林
水産
業費 商工

費
土木
費
消防
費
教育
費
災害
復旧
費
公債
費
諸支
出金 予備

費

当初予算額
※当初予算額は、骨格予算額に村長の方針を
　反映して補正した後の額となります

決算額
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～ 令和２年度一般会計及び特別会計の決算額と実質収支額 ～
　令和２年度の一般会計及び特別会計の歳入総額と歳出総額及び実質収支額は下表のとおりです。

会 　 　 計
歳 入 総 額

①
歳 出 総 額

②

歳 入 歳 出
差 引 額
③＝①-②

翌年度へ繰り
越すべき財源

④

実 質 収 支 額
⑤＝③ -④

一 般 会 計 8,460,291,501 7,777,261,635 683,029,866 450,497,450 232,532,416

国民健康保険
特 別 会 計 587,618,571 518,408,758 69,209,813 0 69,209,813

後期高齢者医
療 特 別 会 計 49,390,227 49,199,176 191,051 0 191,051

介 護 保 険
特 別 会 計 689,807,236 634,349,579 55,457,656 0 55,457,656

簡 易 水 道
特 別 会 計 221,627,569 201,672,413 19,955,156 538,000 19,417,156

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
自
主
財
源
で
あ

る
税
金
や
使
用
料
金
な
ど
、
電
話
催
告

や
個
別
訪
問
な
ど
徴
収
努
力
は
さ
れ
て

い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
や
豪
雨
災
害
に
よ
り
新
た
な
収
入

未
済
額
も
発
生
し
て
い
る
。
固
定
化
す

る
滞
納
者
へ
は
定
期
的
な
催
告
や
分
納

誓
約
な
ど
を
実
施
し
、
期
限
内
納
付
者

が
不
公
平
感
を
持
た
れ
な
い
よ
う
、
更

に
徴
収
努
力
を
さ
れ
、
健
全
な
財
政
運

営
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

　

次
に
歳
出
に
つ
い
て
、
森
林
環
境
整

備
基
金
は
、
森
林
整
備
等
に
使
う
べ
き

予
算
で
あ
り
、
有
効
な
活
用
に
努
め
る

こ
と
。
ま
た
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
金

等
に
つ
い
て
は
、
連
携
で
き
る
も
の

は
、
し
っ
か
り
検
討
、
精
査
し
有
効
な

活
用
に
努
め
る
こ
と
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
企
業
会
計
の
原

則
を
踏
ま
え
、
経
営
の
健
全
化
を
図
る

た
め
、
今
後
と
も
事
業
運
営
の
効
率
化

と
経
費
節
減
に
な
お
一
層
の
努
力
を
望

む
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
や

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
伴
い

村
の
財
政
状
況
は
、
大
変
厳
し
く
な
っ

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今

後
の
復
旧
・
復
興
を
し
っ
か
り
見
据
え

予
算
の
確
保
や
適
正
な
予
算
執
行
に
努

め
る
こ
と
。

　

最
後
に
、
災
害
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
事
業
の
見
直
し
や
新
た

な
事
業
の
検
討
な
ど
、
今
後
さ
ら
に
復

旧
・
復
興
が
進
む
に
つ
れ
業
務
も
増
加

す
る
と
思
う
。
被
災
さ
れ
た
住
民
の
方

に
寄
り
添
い
、
村
民
の
声
に
広
く
耳
を

傾
け
て
い
た
だ
き
、
全
職
員
で
協
力
し

知
恵
を
出
し
合
い
、
新
た
な
球
磨
村
に

な
る
よ
う
邁
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

球
磨
村
議
会
は
、
村
民
と
手
を
携

え
、
復
興
に
向
か
っ
て
確
実
に
、
か
つ

力
強
く
進
み
、
す
べ
て
の
村
民
に
笑
顔

と
、
ふ
る
さ
と
球
磨
村
に
活
気
が
戻
る

日
ま
で
、
と
も
に
協
力
す
る
こ
と
を
決

意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
球
磨
村

の
早
期
復
旧
と
創
造
的
復
興
の
た
め
、

尽
力
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

議
会
決
算
特
別
委
員
会
の
意
見
（
抜
粋
）
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９月定例会　議案等の審議結果
議案番号 件　　　　　名 結　果

1 報 告 第 13 号 令和２年度財政健全化判断比率及び資金不足比率について 原案可決

2 議 案 第 50 号 球磨村過疎地域持続的発展計画の策定について 原案可決

3 議 案 第 51 号 球磨村議会議員及び球磨村長の選挙における選挙運動の公費負担
に関する条例の制定について 原案可決

4 議 案 第 52 号 球磨村手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

5 議 案 第 53 号 球磨村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

6 認 定 第 １ 号 令和２年度球磨村一般会計決算の認定について 原案認定

7 認 定 第 ２ 号 令和２年度球磨村国民健康保険特別会計決算の認定について 原案認定

8 認 定 第 ３ 号 令和２年度球磨村後期高齢者医療特別会計決算の認定について 原案認定

9 認 定 第 ４ 号 令和２年度球磨村介護保険特別会計決算の認定について 原案認定

10 認 定 第 ５ 号 令和２年度球磨村簡易水道特別会計決算の認定について 原案認定

11 議 案 第 54 号 令和３年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決

12 議 案 第 55 号 令和３年度球磨村介護保険特別会計補正予算について 原案可決

13 議 案 第 56 号 令和３年度球磨村簡易水道特別会計補正予算について 原案可決

14 発 議 第 ３ 号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求め
る意見書の提出について 原案可決

　

令
和
３
年
９
月
28
日
、
第
８
回

球
磨
村
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」
及
び
「
令
和
３
年
度
球
磨
村
一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」
を
可

決
し
ま
し
た
。

（
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

村
道
毎
床
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

（
７
月
災
）
に
つ
い
て
、
９
月
21
日

に
行
わ
れ
た
指
名
競
争
入
札
で
、
契

約
金
額
１
億
１
，
３
３
０
万
円
で
落

札
さ
れ
た
、
契
約
の
締
結
を
可
決
し

ま
し
た
。

○ 

令
和
３
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
８
月
11
日
か
ら
の
大

雨
に
よ
り
、
林
道
青
戸
線
、
林
道
岡

大
槻
線
、
林
道
東
俣
線
で
被
害
が
あ

り
、
災
害
復
旧
を
行
う
た
め
の
測
量

設
計
業
務
委
託
料
５
３
３
万
９
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
68
億
６
，

６
５
３
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

第
８
回
球
磨
村
議
会
臨
時
会
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例
年
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
研
修
で
議
会
を

傍
聴
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
密
を

避
け
る
た
め
別
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
傍
聴
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
様
々
な
取
組
み
を
行
い
な
が
ら
開
か
れ

た
議
会
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一般質問における発言の要旨一覧

民生委員・児童委員の研修で一般質問をオンラインで傍聴されました

質問者 質問の要旨 頁

田代　利一議員
①　高齢者の生きがいづくりについて
②　健康づくりについて
③　新型コロナウイルス交付金について

８

板﨑　壽一議員

①　公営住宅建設について
②　被災した村営住宅について
③　国の計画について
④　開かれた議会とは
⑤　まん延防止措置について

９

東　　純一議員
①　復旧・復興対策
②　人口流出問題
③　インフラ避難

10

高澤　康成議員 ①　自主防災とは
②　復旧・復興の進捗 11

小川　俊治議員 ①　復興計画と復興まちづくり計画 12



田 代  利 一  議員

復旧を待つ渡の水田

一 般 質 問

被
災
さ
れ
た
高
齢
者
の

　
　
　
　

生
き
が
い
づ
く
り
は

社
会
参
加
の
促
進
と
、
地
域
貢
献
活
動
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

答
　
　
　
　
　

被
災
さ
れ
た
方
々
の
く
ら

し
の
再
建
と
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
は
。

松
谷
村
長　

第
６
次
球
磨
村
総
合
計
画

の
中
で
、
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会

参
加
の
促
進
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
就
労
機
会
の
拡
大
や
地
域
貢
献
活

動
の
取
り
組
み
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
に
よ
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

被
災
し
た
農
地
の
活
用
状

況
や
村
の
方
針
は
。

松
谷
村
長　

作
物
を
作
る
農
地
の
流
失
、

土
砂
堆
積
、護
岸
、石
積
み
の
決
壊
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
あ
っ
て
お
り
、
被

災
し
た
農
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

農
地
の
復
旧
が
な
い
と
活
用
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

ま
ず
は
耕
作
意
向
調

査
が
先
だ
と
思
う
が
。

犬
童
産
業
振
興
課
長　

災
害
が
復

旧
し
た
後
、
併
せ
て
意
向
を
取
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

渡
地
域
の
農
地
に
つ

い
て
、
村
と
し
て
本
当
に
守
る
気

持
ち
が
あ
る
の
か
、
村
長
に
伺
い

た
い
。

松
谷
村
長　

国
、
県
の
説
明
で
も

土
砂
撤
去
な
ど
も
示
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、
で
き
る
限
り
早
く
し

た
い
気
持
ち
は
村
と
し
て
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

総
合
運
動
公
園
は
、
仮
設

住
宅
が
建
っ
て
い
て
、
高
齢
者
、
子
ど

も
達
が
集
え
る
場
所
が
な
い
と
聞
く
が
、

村
の
対
応
は
。

松
谷
村
長　

被
災
し
た
渡
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
、
そ
こ
を
使
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
が

子
ど
も
達
の
運
動
能
力
の
低
下
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
う
が
。

森
教
育
長　

放
課
後
の
社
会
体
育
の

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
今
は
休
止
状
態
に

な
っ
て
お
り
、
非
常
に
心
配
を
し
て
い

る
。
学
校
体
育
の
放
課
後
利
用
で
体
力

の
維
持
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

交
付
金
に
つ
い
て
、
各
課
ご
と
の
取
り

組
み
は
。

永
椎
総
務
課
長　

空
気
清
浄
機
の
整
備

と
コ
ン
ビ
ニ
収
納
代
行
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

国
の
特
別
定
額

給
付
金
に
上
乗
せ
分
と
し
て
、
一
人
当

た
り
３
万
円
給
付
し
、
65
歳
以
上
の
方

と
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に

は
１
万
円
の
加
算
を
給
付
し
て
い
る
。

大
岩
保
健
福
祉
課
長　

保
育
対
策
総
合

支
援
事
業
補
助
金
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
係
る
備
品
、
空
気
清
浄
機
等
、
補

助
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
る
。

高
永
教
育
課
長　

網
戸
の
設
置
工
事
、

空
気
清
浄
機
、
ア
ク
リ
ル
板
の
購
入
と

分
散
登
校
も
踏
ま
え
ス
ク
ー
ル
バ
ス
２

台
購
入
を
計
画
し
て
い
る
。

犬
童
産
業
振
興
課
長　

球
磨
村
認
定
農

業
者
等
機
械
整
備
等
で
機
械
の
購
入
補

助
を
し
て
い
る
。

上
蔀
建
設
課
長　

建
設
課
で
は
、
電
子
入

札
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
補
助
金
を
利
用
し

て
軒
下
出
荷
支
援
事
業
は
で
き
な
い
も

の
か
。

犬
童
産
業
振
興
課
長　

令
和
３
年
度
予

算
の
対
策
費
で
上
げ
て
い
る
。

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問
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友
尻
復
興
推
進
課
長　

遊
具
の
移
設
・
撤

去
は
当
然
考
え
ら
れ
る
が
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
し
説
明
も
し
て
い
な
い
。

松
谷
村
長　

遊
具
等
を
撤
去
し
た
後
の

使
い
道
と
い
う
の
は
今
の
と
こ
ろ
全
く

検
討
し
て
い
な
い
。
今
後
住
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
考
え
て
行
き
た
い
。

　
　
　
　
　

候
補
地
と
進
め
ら

れ
て
来
た
栗
林
地
区
の
造
成
等

と
一
勝
地
・
神
瀬
の
災
害
公
営

住
宅
建
設
は
。

松
谷
村
長　

栗
林
地
区
は
運
動

公
園
で
不
足
す
る
場
合
の
候
補

地
で
も
あ
り
、
所
得
制
限
で
入

居
出
来
な
い
世
帯
の
た
め
に
安

全
な
宅
地
の
確
保
予
定
地
で
も

あ
る
。
一
勝
地
で
は
永
﨑
団
地

に
隣
接
す
る
村
有
地
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
集
合
住
宅

形
成
で
令
和
５
年
度
中
に
入
居

を
見
込
み
、
神
瀬
の
建
設
予
定

地
の
木
屋
角
地
区
は
か
さ
上
げ
事
業
が

関
係
し
て
い
る
た
め
未
定
と
説
明
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　

村
は
、
国
・
県
の
球
磨
川

流
域
復
興
計
画
を
推
奨
す
る
の
か
。

松
谷
村
長　

国
・
県
・
市
町
村
が
連
携
し
、

河
道
掘
削
・
堤
防
整
備
・
輪
中
堤
の
宅

地
の
か
さ
上
げ
・
遊
水
池
等
の
取
り
組

を
集
中
的
に
実
施
し
、
浸
水
被
害
の
軽

減
を
図
る
計
画
で
あ
り
、
村
内
各
地
で

説
明
会
を
開
き
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

議
員
時
代
、
村
長
が
目
指

し
た
「
開
か
れ
た
議
会
」
と
は

松
谷
村
長　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
後
記

に
「
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
」
と
掲

載
し
た
の
は
、
当
時
多
く
の
住
民
の
方

に
傍
聴
し
て
ほ
し
く
、
代
表
で
あ
る
議

員
の
役
割
や
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
え

る
議
会
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

ま
ん
延
防
止
措
置
の
中
の

小
・
中
学
校
の
対
応
は
。

松
谷
村
長　

県
教
育
委
員
会
通
知
に
基

づ
き
観
戦
の
高
い
学
習
活
動
は
行
わ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

森
教
育
長　

学
校
の
一
斉
休
業
は
行
わ

な
い
が
、
各
家
庭
で
健
康
観
察
表
に
毎

日
記
入
す
る
な
ど
感
染
対
策
の
徹
底
を

し
２
学
期
も
通
常
ど
お
り
に
始
業
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　

災
害
公
営
住
宅
建
設
の
説

明
会
の
詳
細
は
。

松
谷
村
長　

８
月
18
日
に
、
災
害
公
営

住
宅
へ
の
理
解
を
深
め
、
生
活
再
建
を

検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標
と
し

て
説
明
会
を
開
き
、
建
設
予
定
地
・
入

居
要
件
等
具
体
的
な
内
容
を
説
明
し
た
。

　
　
　
　
　

渡
地
区
の
災
害
公
営
住
宅

建
設
予
定
地
に
、
運
動
公
園
遊
具
広
場

敷
地
内
と
示
し
た
い
き
さ
つ
と
住
民
の

反
応
は
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

昼
・
夜
２
〜
３

回
の
説
明
を
行
い
、
建
設
地
に
も
触
れ

説
明
を
し
た
が
、
い
き
さ
つ
に
つ
い
て

も
特
に
質
問
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　

建
設
地
は
遊
具
地
だ
が
遊

具
等
の
取
り
は
ず
し
、
移
設
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
子

ど
も
の
遊
び
場
は
ど
う
な
る
の
か
、
こ

れ
は
建
設
を
以
前
の
問
題
と
思
う
が
。

一 般 質 問

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
予
定
地
は

説
明
会
で
、
運
動
公
園
遊
具
広
場
を
示
す

答 質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

板 﨑 　 壽 一  議員

災害公営住宅建設予定地の運動公園遊具広場
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一 般 質 問

生
活
再
建
に
不
安
も
あ
る
中
、

　
　
　
　

計
画
や
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

速
や
か
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

答
　
　
　
　
　

地
区
の
工
事
計
画
内
容
や
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
違
い
も
あ
り
、
生
活

再
建
に
不
安
や
迷
い
の
あ
る
被
災
者
も

多
い
の
で
は
な
い
か
。
村
と
し
て
の
事

業
の
進
捗
、
今
後
の
流
れ
は
。

松
谷
村
長　

生
活
再
建
を
考
え
る
上
で

は
、
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
速
や

か
に
お
知
ら
せ
す
る
。

友
尻
復
興
推
進
課
長　

治
水
事
業
に
関

し
て
は
、
令
和
５
年
以
降
の
着
手
予
定

で
遊
水
地
計
画
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
災
害
公
営
住
宅
は
、
一
勝
地
と

渡
は
令
和
５
年
度
中
の
入
居
を
見
込
ん

で
い
る
。
神
瀬
の
予
定
地
は
、
地
区
か

さ
上
げ
事
業
と
関
連
し
て
い
く
こ
と
か

ら
未
定
と
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

一
勝
地
地
区
は
、
球
磨
川
の

県
道
側
で
多
く
の
戸
数
が
全
壊
の
被
害

を
受
け
て
い
る
。
現
段
階
ど
の
よ
う
な

状
況
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

神
瀬
地
区
は
、
治
水
対
策
が
示
さ
れ
な

い
こ
と
に
は
住
民
は
全
く
前
へ
進
め
な

い
状
態
で
あ
り
、
不
安
と
い
ら
立
ち
の

日
々
が
続
い
て
い
る
。
先
が
未
定
と
い

う
言
葉
し
か
出
て
来
な
い
状
態
に
あ
る
。

村
長
と
し
て
、
言
え
る
言
葉
で
発
信
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
対
話
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

松
谷
村
長　

Ｊ
Ｒ
等
の
絡
み
や
、
国
の

治
水
対
策
も
あ
り
、
住
民
に
示
し
で
き

な
い
状
況
と
思
う
。
国
の
説
明
を
待
ち
、

村
と
し
て
も
国
、
県
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

人
口
減
少
は
、
災
害
後
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
何
と
か
減
少
率

を
減
ら
す
対
策
は
な
い
も
の
か
。
村
に

は
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
観
光
資
源
も

あ
る
。
ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
、
活
用

す
る
か
が
必
要
か
と
思
う
。
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

松
谷
村
長　

減
少
し
た
大
き
な
要
因
と

し
て
、
７
月
豪
雨
の
発
生
に
よ
り
、
村

外
に
避
難
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
復
旧
・
復
興
を
進
め
、
そ

の
都
度
、
新
し
い
取
り
組
み
の
情
報
を

伝
え
て
い
く
。
そ
れ
を
徹
底
し
て
い
き

た
い
。
産
業
振
興
、
移
住
定
住
を
復
旧
・

復
興
と
同
時
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
人

口
減
少
対
策
に
な
る
か
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　

イ
ン
フ
ラ
避
難
に
つ
い
て
、

現
地
や
、
避
難
さ
れ
た
方
々
の
状
況
と

今
後
の
課
題
は
。

松
谷
村
長　

発
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
、

今
後
の
復
旧
工
事
、
見
通
し
の
聞
き
取

り
を
踏
ま
え
国
、
県
と
協
議
を
行
い
、

９
地
区
を
解
除
す
る
こ
と
と
し
、
経
緯

を
説
明
し
た
。
他
の
地
区
は
今
年
12
月

ま
で
の
解
除
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　

解
除
さ
れ
自
宅
へ
帰
っ
た

と
し
て
も
、
生
活
の
中
で
見
え
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
終
わ
り
で
な
く
、
状
況
確

認
等
、
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

永
椎
総
務
課
長　

帰
宅
し
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
行
政
と
し

て
、
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東 　 純 一  議員

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

かさ上げ予定地の神瀬中心地区
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一 般 質 問

避
難
所
運
営
、
地
域
で
担
う
考
え
は

今
回
は
見
送
り
と
し
た
が
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
、

見
直
し
を
含
め
検
討
す
る

答

松
谷
村
長　

指
定
緊
急
避
難
所
の
開
設

は
、
当
番
制
で
役
場
職
員
が
運
営
を
行
う

が
、
長
期
の
開
設
と
な
れ
ば
、
職
員
に
負

担
が
か
か
り
、
通
常
業
務
に
も
影
響
が
生

じ
る
。
自
主
防
災
組
織
の
活
動
、
役
割
に

沿
っ
て
避
難
所
の
管
理
運
営
を
班
長
、
区

長
、
自
主
防
災
組
織
に
お
願
い
で
き
な
い

か
検
討
し
た
。今
回
は
見
送
り
と
し
た
が
、

避
難
所
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
見
直
し
を

含
め
検
討
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　

指
定
避
難
所
の
備
蓄
品
で

あ
る
、
毛
布
、
乾
パ
ン
、
水
な
ど
が
昨

年
の
ま
ま
の
状
況
。
復
旧
、
復
興
を
進

め
る
な
か
、
同
じ
よ
う
な
災
害
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
と
の
思
い
で
１
年
経
過

し
た
が
整
備
、
拡
充
を
検
討
さ
れ
た
の

か
。

永
椎
総
務
課
長　

昨
年
の
災
害
時
多
く

の
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
不
十
分
だ
が

計
画
的
に
整
備
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
土
砂
撤
去
、

消
防
詰
所
の
改
築
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に

つ
い
て
、
支
援
策
は
な
い
か
要
望
し
た

が
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
地
元

で
完
成
、
設
置
し
た
。
自
分
た
ち
で
や

れ
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
り
ま
す
が
、

求
め
ら
れ
た
こ
と
に
真
剣
に
向
き
あ
っ

た
の
か
、
村
長
の
今
の
や
り
方
で
、
し
っ

か
り
で
き
る
の
か
ど
う
か
聞
き
た
い
。

松
谷
村
長　

地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地

域
で
協
力
を
お
願
い
し
、
地
域
で
で
き

な
い
こ
と
は
行
政
で
行
う
。
し
っ
か
り

棲
み
分
け
を
行
い
た
い
。

　
　
　
　
　

各
河
川
や
道
路
の
復
旧
の

進
捗
は
。

松
谷
村
長　

国
直
轄
、
熊
本
県
管
理
の

河
川
は
契
約
40
％
、
工
事
完
成
30
％
。

県
代
行
の
村
道
も
完
了
率
ゼ
ロ
、
発
注

な
し
も
あ
る
。
本
村
施
行
の
村
道
が
契

約
69
％
、
完
了
34
％
、
河
川
が
契
約
83
・

9
％
、
完
了
12
・
9
％
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

中
園
・
高
沢
間
の
仮
復
旧

完
了
が
来
年
の
６
月
と
の
説
明
を
さ
れ

て
い
る
が
、
１
年
を
経
過
し
た
な
か
で

迂
回
路
の
大
瀬
線
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
、

本
当
に
実
現
性
が
あ
る
の
か
。

松
谷
村
長　

１
年
２
か
月
経
っ
て
よ
う

や
く
と
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
感
情
は
あ

る
と
思
う
。
村
内
多
く
の
被
災
箇
所
が

出
た
な
か
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　

命
に
か
か
わ
る
救
急
車
の

出
動
や
有
事
の
際
の
生
活
道
路
や
迂
回

路
の
復
旧
整
備
は
真
剣
に
考
え
て
も
ら

い
た
い
。
孤
立
状
況
と
も
い
え
る
川
島

地
区
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
土
砂
置
き
場
に

な
っ
て
い
る
。
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

土
砂
撤
去
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
来
れ

る
よ
う
し
て
も
ら
い
た
い
。

松
谷
村
長　

確
認
し
て
な
い
が
、
し
っ

か
り
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　

住
民
が
主
体
的
に
行
う
こ

と
の
一
つ
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
、
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

全
て
、
行
政
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
地

域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
や
る
心
構

え
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が

村
長
の
考
え
は
。

松
谷
村
長　

自
主
防
災
の
要
と
な
る
自

主
防
災
組
織
は
、
住
民
の
共
同
精
神
に
基

づ
く
自
発
的
な
防
災
組
織
と
し
て
、
市

町
村
が
充
実
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
昨
年
豪
雨
災
害
以
降
、
地
域
住
民
が

仮
設
住
宅
等
の
生
活
の
た
め
、
自
主
防

災
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
は
あ

る
が
、
住
民
自
治
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
地
域
の

防
災
力
を
高
め
、
安
全
で
住
み
や
す
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
重
要
。

　
　
　
　
　

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
、

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
と
自
ら
の

自
治
と
し
て
地
域
が
担
う
こ
と
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

髙 澤 　 康 成  議員

7 月豪雨で 103人を地域で支えた高沢避難所
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一 般 質 問

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
目
指
す
目
標
、

姿
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
の
か

渡
地
区
で
、
総
合
運
動
公
園
内
に
渡
小
学
校
、

千
寿
園
の
再
建
と
防
災
拠
点
を
整
備

答
　
　
　
　
　

復
興
計
画
と
復
興
ま
ち
づ

く
り
は
復
興
に
向
け
て
の
両
輪
と
も
い

え
る
関
係
。
復
興
計
画
が
住
民
と
の
間

で
共
有
で
き
て
い
る
の
か
、
復
興
ま
ち

づ
く
り
の
目
指
す
目
標
、
姿
が
明
確
に

な
っ
て
い
る
か
が
今
後
の
復
興
の
カ
ギ

と
な
る
が
。

松
谷
村
長　

地
域
別
協
議
会
は
、
地
域

の
方
々
の
ま
ち
づ
く
り
の
意
向
を
集
約

す
る
重
要
な
役
割
果
た
す
組
織
。
意
見

を
集
約
し
、
今
年
度
中
に
復
興
ま
ち
づ

く
り
を
ま
と
め
る
。
渡
地
区
に
お
い
て

は
将
来
を
見
据
え
、
総
合
運
動
公
園
内

に
お
い
て
、
被
災
し
た
渡
小
学
校
と
千

寿
園
の
再
建
と
と
も
に
、
防
災
拠
点
と

し
て
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

今
後
の
復
興
に
つ
い
て
は
、

復
興
計
画
に
基
づ
く
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
策
定
、
そ
の
上
で
住
民
と
行
政

が
協
議
し
、
修
正
を
繰
り
返
し
な
が
ら

納
得
の
上
、
合
意
す
る
道
筋
と
思
う
が
。

松
谷
村
長　

復
興
計
画
は
行
政
が
中
心

に
な
っ
て
行
う
。
基
本
理
念
や
基
本
方

針
な
ど
目
指
す
べ
き
姿
を
示
す
計
画
書
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
は
、
住
民
が
主

体
と
な
っ
て
住
ま
い
、
暮
ら
し
な
ど
を

中
心
に
地
域
が
抱
え
る
課
題
や
将
来
像
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
方
の
事
業
等
を

具
体
的
に
示
し
た
地
域
、
地
区
別
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
書
と
な
る
。
復
興
ま
ち

づ
く
り
の
進
展
に
伴
い
、
復
興
計
画
を

見
直
す
と
い
う
関
連
性
は
生
じ
な
い
。

　
　
　
　
　

地
域
別
協
議
会
で
住
民
の

意
見
で
特
筆
す
る
も
の
は
。

松
谷
村
長　

渡
地
区
で
、
復
興
計
画
に

掲
載
し
て
い
る
候
補
地
以
外
に
、
小
川

の
尋
常
小
学
校
跡
地
や
峯
地
区
内
の
空

き
地
、
城
山
な
ど
を
宅
地
の
候
補
地
に

で
き
な
い
か
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

地
域
別
協
議
会
で
の
意
見
、

発
言
は
復
興
計
画
に
直
結
す
る
も
の
が

多
い
と
思
う
。
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
話

し
合
い
の
場
で
の
復
興
計
画
の
よ
り
具

体
的
な
内
容
を
出
し
た
上
で
協
議
す
る

進
め
方
の
考
え
は
。

松
谷
村
長　

ま
ち
づ
く
り
計
画
は
具
体

的
な
と
こ
ろ
を
住
民
に
決
め
て
も
ら
う
、

提
案
し
て
も
ら
う
ス
タ
ン
ス
で
進
め
て

い
る
。

　
　
　
　
　

昨
年
よ
り
普
通
交
付
税
交

付
額
が
増
え
た
が
、
人
口
減
少
に
伴
う

財
政
運
営
に
つ
い
て
、
今
後
の
普
通
交

付
税
交
付
額
の
推
移
は
。

松
谷
村
長　

昨
年
よ
り
普
通
交
付
税
交
付

額
は
１
億
６
５
９
８
万
円
の
増
加
。

　

令
和
４
年
度
以
降
の
交
付
税
額
算
定
に

つ
い
て
は
、
急
激
補
正
係
数
の
影
響
が

年
々
小
さ
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
た
め
、

算
定
方
法
の
特
例
措
置
を
求
め
る
意
見
を

再
度
総
務
省
へ
提
出
す
る
。
基
金
の
積
み

増
し
も
で
き
て
い
る
が
、
余
裕
が
あ
る
か

と
い
う
と
、
依
然
と
し
て
国
、
県
の
動
向

に
左
右
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
国
、
県
の

補
助
金
や
交
付
金
措
置
率
の
高
い
地
方
債

を
活
用
し
、
財
政
負
担
が
小
さ
く
な
る
よ

う
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　

復
興
事
業
に
対
す
る
財
源

は
地
方
債
に
多
く
の
比
重
が
か
か
る
と

思
わ
れ
る
。
地
方
債
は
、
借
金
で
あ
り

将
来
負
担
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

永
椎
総
務
課
長　

公
の
施
設
等
に
つ
い

て
こ
れ
か
ら
多
く
の
事
業
が
出
て
く
る
。

地
方
債
は
借
金
で
あ
り
、
将
来
過
度
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
く
。

小 川 　 俊 治  議員

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

質　

問

地域別協議会の様子
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渡地域の復興予定地を視察
　

令
和
３
年
10
月
６
日
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
に
係
る
計
画
、
現
状
と
今
後
の
早
急
な
復
興
事
業
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
る
た
め
、
計
画
予
定
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

視
察
は
、
山
口
、
地
下
、
今
村
地
区
に
予
定
さ
れ
て
い
る
遊
水
地
計

画
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
八
代
河
川
国
道
事
務
所
、
森
副
所
長
か
ら
説

明
を
受
け
、
宅
地
と
し
て
嵩
上
げ
予
定
地
の
峯
地
区
、
災
害
公
営
住
宅

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
運
動
公
園
、
宅
地
開
発
予
定
の
山
口
塚
の
丸

地
区
を
復
興
推
進
課
と
建
設
課
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
遊
水
地
計
画
の
内
容
、
峯
地
区
か
さ
上
げ
高
の
確
認
、

災
害
公
営
住
宅
の
概
要
、
宅
地
開
発
予
定
地
の
現
状
な
ど
を
確
認
し
、

こ
れ
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
議
会
と
し
て
ど
う
判
断
し
て
い
く
か
な

ど
、
現
状
と
計
画
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

国土交通省より遊水地予定地の説明

峯地区のかさ上げ予定地

災害公営住宅建設予定地の運動公園 宅地開発予定地の山口塚の丸地域

どなたでも傍聴できます。
次回は、12月定例議会（日時未定）

９月定例議会の傍聴人数は延べ３８人でした。
※民生委員研修会（９月７日）のオンライン傍聴を含みます。

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、傍聴者も手指の消毒と
　マスクの着用、傍聴席の座席を１つ空けて着席をお願いしました。



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
下
で
、
東
京
五
輪
が
１
年
遅
れ
で

開
幕
、
ほ
と
ん
ど
の
ス
タ
ン
ド
に
観
客
の

姿
が
な
い
、
前
代
未
聞
の
大
会
で
閉
幕
し

ま
し
た
。

　

開
催
に
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
に
し
て

も
、
出
場
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
「
よ
り
速

く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
遠
く
へ
」
と
、
幼

い
頃
か
ら
五
輪
を
目
指
し
て
練
習
を
重
ね

た
結
果
、
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
最
高

の
舞
台
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
だ
に
先
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
、
本
村
の
災
害
復
興
で
す
が
、

少
し
で
も
勇
気
を
あ
た
え
ら
れ
た
五
輪
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
し
た
。

犬
童　

勝
則

議
会
広
報
特
別
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員
会

委
員
長
　
　
　
小
川
　
俊
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長
　
　
　
犬
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勝
則

委
　
　
員
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■球磨村世帯数：1,360世帯　■人口：3,264人　男：1,562人　女：1,702人（令和３年10月１日現在）

一勝地小学校一勝地小学校

＜６年＞　永椎　南実
　私達の学級は、男女関係なく仲が良く、毎日にぎや
かな学級です。休み時間にみんなでワイワイ話してい
る時が一番楽しいです。授業では、「学びの基本」の目
標の「ひじを伸ばして手を挙げる」「ぺったん・ぴん・ぐう
の姿勢で授業を受ける」を毎日意識してがんばってい
ます。また、運動会に向けて、気持ちを込めてエール交
換を行うことやキビキビ行動することもがんばってい
ます。これからも、一勝地小学校のリーダーとして、み
んなを引っ張ることと、将来の夢に向けて努力すること
を頑張っていきたいです。

＜担任の先生＞　鶴山　典子
　６年生は、男子６名、女子５名、計１１名です。豪雨
災害やコロナ禍の中でも、毎日笑顔で登校し、何事
にも一生懸命取り組む姿にいつも元気をもらってい
ます。災害にあい、復興に向けて取り組む球磨村で、
子ども達が経験したことや見たこと、感じたことを忘
れず、前向きに吸収して成長していってほしいと思い
ます。中学校に向けて、一日一日を大切にし、みん
なで励まし合い、高め合いながら頑張っていきます。

学級目標

最高学年としての自覚を持ち
・ルールを守り、みんなのお手本になる。
・自分と友達を大切にし、励まし合い、高め合う。
・目標に向かって最後までがんばりぬく。

最高学年としての自覚を持ち
・ルールを守り、みんなのお手本になる。
・自分と友達を大切にし、励まし合い、高め合う。
・目標に向かって最後までがんばりぬく。

クラスの自慢

・大きな声であいさつ・返事をする
・仲間を大切にする
・花の水やりを進んでする
・授業中の姿勢がいい

・大きな声であいさつ・返事をする
・仲間を大切にする
・花の水やりを進んでする
・授業中の姿勢がいい
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